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，観測手引 （11） 遊星面の観測

　　　　　　　　　　　　　　水，金，土星の観測

　マ1な課の仕4照しては，，火，木星の槻測足並ミしてみるが，それ以外に，水星金星及＝ヒ星

の槻測も奨働しH．Y蹄｝な受理してみろので，以下，この3遊星の槻測につき，その要鮎の

みた・題しておく．

　水星一双會では勿塒，田舎でも醗程都合が好く7よいご見られない．金星に比し親直径

も小さくて，小望遠鏡には適ぜす，紗く共15糎か必要こし，金星同様書問高度の高い時に

赤恥儀の度盛環によって探し當て、蜆離すろのが良く，肉眼i：見られろ露な頃は地李線上

7・レスレの時だかC、，そんな際は観測は全然出來なレ’，大盗こしてアマチaアに適し嫁い

遊星である，が，表面の模様は，金星よeJ濃く．IL安定してみろ．．

　金星一水呆同様，謝湖双眼鏡か度盛環か粥ひて探索して齪測すべきである．表面は，

何分厚い金星の大氣の上暦な見てみるのだから，判然εし7こ模様に見えす，時々淡黒い斑

紋P輝いすこ白班が見えろが，特に後者の白斑なうまくキヤツチして，これ加疵物観測する

事によって，その自輔時問の決定に資すのだが，其槻測は非常に難しい．今迄，杢世界で

の一一流の天文學者が槻罪し7こ結果が，全部異って居り，其差異も，全然桁が異ふのた見く

も如何に賢婦測が難しく且不正確なものか伺ひ知られよう．tまれ，10糎級にも出誤る仕

’群こから，特志家な待つ．観測方法【ま，書問又は薄明の頃な狙ふのだが，淡いム1ン・グ

ラスか使益する事も秘訣の一つだが，或は15糎以上の反射鏡の銀fe　tつて観測すろのも一・

方法である．金呆に光輝が強過ぎる星だから，必要に癒じ，眩惑た感じない程度に減光さ

ぜて見る様にする事が肝要である．全て，向く光つ7こものの上にに薄暗い斑紋が見え易い

こ云ふ門閥の眼の事だから籐程注意して観測に工事すべきである．

　土星一一一天界のピエロ，土星は，正il’1：な所，難しく燭型た・すろよt「J，其美しい姿te望遠

鏡で心行く許り眺めてみろ方が樂しみなものであるが，記事の都合上観測力’法祉述べる．

木星よuJ扁不率は弧ゼ．表面の模様ば10糎にも認められるが，詳細は20糎以上か必要ミす

うが，先年，白斑和心見さttt：のは16糎反射鏡だつすこから20糎以下でも決して不足では習

い．

　環（リング）毒口も良く見る蛋亀には，其最もよく開）サこ時拒良ミすろ．10糎に鳳れば環

が三重より成立つくるる事が判りカツシsの空隙もシ1イングさへ良げれば明瞭に見え，

鋭眼には最も内側の縮緬環（クレ1フ’。リング）も認められる・15－20糎になれば，クレ1

プリングは明瞭で，エンケの空隙も見えて來ろ．シ1イングの良い時20糎以上の反射鏡に

300倍以上な使用して見7こ土星の美しさは，衆の愛妊者にのみ天から與へられれ最美の親

物であろ．木屋よりも高倍率ヵ琴使用出來ろ．環にプつれ本髄の剃1秘な影等，他の遊星に見

られない猫得の美景である．環が地球及太陽に丸し（水7トになつ†こ時は頗ろ淋しいが，；

の時は刷目の興味がある．月下劇ち年々開きつつあるから，盆々その美しさtpigして來

ろ，四望から一歩進んで槻澗に進んで頂き度㌧’．（伊達生）　　　一（以上）一




